
























され、 市にとって貴重な民俗芸能となっている。 また、 最近では『超高速！参


















けを明確にしたい。 そしてそれを踏まえ、 史料批判を通じ、 じゃんがら念仏踊
りの発祥の経緯と現在までの伝承過程を明らかにしたい。
1 . じゃんがら念仏踊りについて




































































1 良定(1552-1639) : 江戸時代前期の浄土宗学僧。 袋中とも。 陸奥国菊多郡岩岡に生まれ、
同国能満寺で出家。『琉球神道記』『五重要釈』など多数の著書を執筆したほか、20余の寺院
を建立。 近世における浄土宗の発展に大きな功績を残した人物である。（［玉山1993: 637] 
参照）
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かったため、 琉球で様子を見ることにした。 結局、 明に渡航することはできな







本国念仏ハ、 万暦年間、 尚寧王世代、 袋中卜云僧（浄土宗、 日本人、 琉球
神道記ノ作者ナリ） 渡来シテ、 仏経文旬ヲ俗ニヤハラゲテ、 始メテ那覇ノ
人民二伝フ。 是、 念仏ノ始ナリ。











ている。 例えば、 平成10年(1998)、 袋中上人の三六0回忌法要が袋中上人ゆ
かりの地である那覇市の袋中寺で行われた際、 いわき市のじゃんがら念仏踊り
と獅子舞、 そしてうるま市のエイサ ーが奉納された。 それから5年後、 袋中上















を唱ひ、 鉦太鼓に和し、 くり返しくり返し申すなり、 次に若衆念仏とは仏
宇の縁日或は新盆に申すなり男女混合の和讃念仏を三唱しつ→鉦太鼓に和
しくり返しくり返し申すなり此時男女種々の姿を粧ひ踊りをなす、 其歌詞






2 祐天(1637-1718): 江戸時代中期に活躍した浄土宗の高僧。 陸奥国岩城郡出身。 徳川綱吉、
徳川家宣らの帰依を受け、 芝増上寺の大僧正となった。 受けた布施は全て廃寺の復興にあて、
奈良の大仏や鎌倉の大仏の補修等も行った。 将軍から庶民に至るまで、 生仏として尊敬され






であった。 当時の民衆は、 宗教心が乏しかった上に、 返済を課されたことも



































ム処二、 江下一統、 鎌田ヨリ四ツ倉迫十ヶ邑余、 此儀ヲ聞及ハレ、 当山へ
相集リ、 俗人ナレハ経文ハ読メスト云テ、 念佛ヲ供養スル事、 老若男女ノ
分ナシ。 此時、 人々約束シテ、 此厚恩ヲ為報、 月々二会合シテ、 念佛興行
ヲ成シテ菩薩卜成ス。 当国念佛講ハ是ヨリ初ル。 来世迫此興行ハ怠リ勿ク、
実二此用水ヲ得ル里ハ万代ノ宝也。
【史料 3 】 は、 勧順だいう僧が記述した『小川江筋由緒書』である。 文書
内には、 澤村勘兵衛4の一周忌の様子について記述してある。 澤村勘兵衛は、
小川江筋という用水路の開拓に貢献した人物であったが、 それを妬んだ一部の
人々により無実の罪を着せられた。 その結果、 澤村勘兵衛は明暦元年 (1655)
に43歳の若さで切腹を果たすこととなった。そして、その翌年の明暦2年(1656)
3 勧順（生没年不明）：澤村勘兵衛の一周忌が行われた寺院の住職。（［夏井2012]参照）
4 澤村勝為(1613-1655) : 江戸時代前期の水利功労者。 通称勘兵衛。 小川江筋（農業用水）
の建設に大きく貢献した人物だが、 それを妬んだ一部の人々が澤村に無実の罪を着せたため、
澤村は43歳という若さで切腹を果たすこととなった。 その1年後である明暦2年(1656) 7 
























という意味になる。 つまり、 文中では理安寺で泡斎念仏が始まったこと、 また
この泡斎念仏が現在のじゃんがら念仏踊りの由縁であるということが推察され
5 近世以前まで磐城平藩を所領としていた鳥居氏が山形へ転封となると、 元和8年 (1622)
内藤政長が上総国から磐城平藩へ七万石で転封し、 楢葉郡・磐城郡・磐崎郡・菊田郡を所領






















③寛永の頃、 泡斎といふ狂僧、 町小路をはしる。 わらんべ集りて、 気違ひ
ょ、 はうさいよとはやせり。 今以てかくいひて、 気違ひの名日となれり。
其の泡斎はやされて踊るかたち、 異形にして人の笑ひをかさねしむ。 後、
葛西の土人、 踊念仏とて、 江戸大路を徘徊す。 其のさま、 物に狂ふがごと
くにて、 彼の泡斎がさまに似たりとて、 泡斎念仏ともよびけるよし、『枇
6 斎藤月客(1804-1878) : 江戸末期の文人。 江戸神田の草創名主。 日常の公務のほかに、
祖父の幸雄以来の事業であった「江戸名所図会』を刊行した。 他にも、『武江年表』『東都歳
事記』などの名著を残した。（［西山1985: 195 ; 小学館国語辞典編集部編2012]参照）
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事談』にいへり。
綺庭云ふ、 ④『戦事談」、 はうさいの説、 然るべし。 但し、 はうさいは
寛永以前よりいへる事なり。 考へあれども長ければ記しがたし。
無声云ふ、 ⑤はうさいは慶長以前よりありて、 狂僧にあらず。『ほうさ
い念仏絵詞』に、 昔、 常陸国に貴き僧一人おはしける。 其の名をばほうさ
い坊とぞ申しける。 我が住む寺破損しければ、 弟子あまた引きつれ、 太鼓
























はうさい念仏とて、 花を作りてかさにさし、 太鼓、 かねのひやうしをうち、
踊りとびまはる姿をみる人おかしく、 腹すぢをか、へ、 大ぜいこぞりて見
侍りける。 是わたくしに踊るにあらず。 むかし、 ひたちの国にたっとき僧
一人おはしける。 その名をほうさいとぞ申しける。 我すむ寺、はそんいた
しければ、 弟子あまた引いれ、 太鼓、 かねのひやうしをそろへ、 をどり念
仏をくはだて、 はんじゃうの処へ踊り出て、 一銭半銭の勧進を得て、 堂塔
がらんを建立し給ふとかや。 されば、 今末代に至てほうさい念仏と名付、
太鼓、 かねをた、き、 おもしろくをどりければ、 おさあひは申に及ばず、
老たるも若きも我さきとこぞり出、 これを見、 勧進を入ければ、 おもひの
儘に米銭をまつべ、 破れたる堂寺、 そこねたる橋までを建立をなし、 其所
はんじゃうすると申ける」と有て、 其絵、 塗笠に花唐草の如き物を付、 笠
の縁にきぬを垂たり。 服はたちつけを着て、二人は頸に太鼓をかけ、 四人
は鉦に緒を付て手に持、 打鳴らす撥を空へなげあげなどす。 一人は枕にて





はしるといへる禅話あり。 げにもく、 江戸城下の人々が、 慶庵の、 泡斎の
と云、 狂人共が町々小路をかけ廻り云々」（慶庵のことは九の巻にいふ）。
是は、かの狂ひ踊るをもて、 発狂したる者に喩へていひし也。 ⑨『世事談J
に「葛西の土人、 鉦、 太鼓に笛をまじへ、 踊念仏にて江戸の大路を廻る。
是を葛西念仏と云。 泡斎といふことは、 寛永の頃、 泡斎といふ狂人の法師




左りへ飛あり。 右へはねるあり。 頭をうなだるれば、 尻をふりて、 おのが
むきく心々にして、 定れる拍子もなく、 たゞ物に狂ふがごとし。 泡斎坊が
踊るにひとし。 よって泡斎念仏と呼。 誠に気違念仏踊ともいふべき也」と
いへり。 泡斎を寛永の頃といへるは、 伝聞の誤なるべし。








傍線⑦では、『そゞろ物語』 の引用部を示している。『そゞろ物語』 は、 寛永
18年(1641)に三浦浄心が著した著書であり、 これは慶長19年(1614)に出版










傍線⑨では、 前述した 『世事談』 の引用部とそれに対する喜多村の解釈を示






















































































⑪盆中 村里ヨリ鉦太鼓ニテ老若男女打交リ、 十四、 五ツレテ城下二来リ、
神社、 佛寺ヲ廻リテ念佛躍スル。早家新盆ノ家ノ前ニテ躍ル。 又、 呼入テ、
念佛サスル家モアリ。 早々ヲ廻リ、 夜深テ村里へ帰ル。 若輩ノ男子ハ鉦太
鼓打嗚シ、 十王堂十ケ所ヲ巡ル。 之ヲ十十王申ストイフ。 枕友。
按二、 盆中、 各國トモニ舞踏アリ。其曲、 其状、 各異同アリ。我郷ノ念
佛躍、 名ハ松ヶ崎題目おどり、糸Lノ念佛おどり卜同ジナレドモ賓ハ 一種の
踏舞ナリ。 狸諺二、「岩城の名物、 ぢやんがら念佛、 菜大根、 背中二灸黙、
てんのくぼ」トイフ。郷人ハ皆了知スル事ナレドモ、 名物卜称スルハ岩城
二限リシー奇俗ナレバ、 此二其概暑ヲ記セン。ぢやんがら念佛トハ即念佛
躍ニテ、 男女環列、 鉦ヲ敲キ、 鼓ヲ撃ツ。鼓者両、 三人、 中央ニアリ。白
布頭ヲ約シ、 袖ヲ括ル。之ヲ白鉢巻、 白手緬トイフ。 鼓ヲ腹下二着ケ、 頭
ヲ傾ケ、 腰ヲ屈メ、 撥ヲ舞シ、 曲撃ス。鉦者数名、 打粧鼓者二同ジク、 鉦
架ヲ左肩ニシ、 丁字木ヲ以テ摩敲ス。鼓ノ数ヲ幾からトィヒ、 鉦ヲ跛クヲ
きるトイフ。踏舞スル者、 之二雑リ、 鼓者ヲ環リ、 鱗次輪行ス。鉦鼓二緩
急アリ。 其急ナルヤ、 走馬燈ヲ観ル如ク、 張三李四、 手ヲ振テ走ル。 其緩
ナルヤ、 一斉二唱ヘテ日ク、 なア ー はァ ー はア ー なァ ー はァ ー はァ ー
めェ ー ヘェ ーヘェ ー めェ ー ヘェ ー ヘェ ー。媚舞巧踏、 手ヲ拍テ節ヲ為ス。
所謂じんくおどり二類似シテ非ナルモノナリ。其中、 ⑫男ニシテ女粧スル
者アリ。 女ニシテ男粧スル者アリ。 或ハ裸体ニシテ噴鼻揮ヲ尾垂シ、 其端
ヲ後者ノ積鼻二結ビ、 後者モ亦端ヲ尾垂スルアリ。或ハ菰筵ヲ鎧トシ、 蓮
葉ヲ兜トシ、 緋、 椙木等ヲ以テ大小刀トシ、 仮面ヲ蒙リ、 武者二扮スル者
アリ。 務テ新ヲ競ヒ、 笑ヲ釣ル。其醜態、 目スルニ忍ビザルモノアリ。⑬
此ぢやんがら念佛ハ、 獨リ孟蘭盆ノ節ノミナラズ、 各神社佛閣ノ宵祭リニ
モ躍ル。 或ハ開帳、 入佛供養、 大般若會等ニモ躍ル。領主ノ法事執行ノ時
モ其菩提寺二来リ、 堂前ニテ躍ル。嘗座二酒肴ヲ賜フ。 但、 盆中卜宵祭ノ

































には、 古くから念仏踊りと称し、 夏や秋に、 仏の名を唱え、 太鼓を打ち、 男女
が群れて夜通し遊ぶ風習がある。 中には醜態をさらす者もおり、 近代的な文明






る。 明治政府は、 神道国教化のために神社と寺院を分離し、 神社で務めていた
僧侶に還俗を命じるなどの神仏分離政策を行った。 加えて、 当時の神祇官の主
流の役人が廃仏主義者だったこともあり、 各地で廃仏毀釈運動が急速に進むこ



























家に用のない年寄など、 酒一舛位を持参して、 この仲間に入れて貰ひ、 侮
月二十四日の月念佛、 さては盆、 彼岸、 虫供養、 馬頭観音、 薬師、 其他、
臨時に雷神、 雨乞、 テントウ念佛など、 年に幾回となく集まつて念佛を申
す。 サシは五銭位、 ニ ガシはトウマイで、 念佛の後で酒を呑み、 物を食ひ
て興じるのである。 ⑯年回に相常つた佛のある家ではイレメイと云ひ、 酒
三舛、 乃至、 五舛位、 手拭などをあげて念佛回向して貰ひ、 又、 立念佛と
云つて、 あげた手拭をかぶつてジャンガラ念佛を踊つて貰ふを常とす。










鉢巻、 欅がけの太鼓打が二人、 乃至、 三人入る。 この太鼓打が太鼓を打始































その後の昭和時代、 殊に戦後になると、 踊り手の主体は青年会となり、 新盆
の家庭でじゃんがら念仏踊りを踊ることが顕著となってくる。 そして、 それと
同じくらい盛んにおこなわれていたのが「じゃんがらコンク ー ル」と呼ばれる
大会である。 じゃんがらコンク ー ルには、 終戦直後10数団体が参加していたが、
昭和30年代から参加団体数が減り、 37年にはコンク ー ルをやめざるを得なく
なった。 なぜなら、 地域的差異があるじゃんがら念仏踊りを、 その差異や個性











































ないものと考えている人々の実相をフィ ー ルドワ ーク調査などの民俗学的手法






• いわき市史編さん委員会編 1975『いわき市史 第2巻 近世』いわき市
• いわき市史編さん委員会編 1972『いわき市史 第7巻 民俗』いわき市
•伊波普猷、 東恩納寛惇、 横山重編 1962『琉球史料叢書』1、 2 井上書房
• いわき市小・中教研音楽研究部編 1980『いわきの民謡」新研社
• 江川温、 中村生雄編 2002『死の文化誌一心性・習俗・社会一』昭和堂
•大須賀箔軒著、 夏井芳徳翻刻 2003『磐城誌料歳時民俗記』歴史春秋出版株
式会社









• 菊地照雄 1973「いわき地方に於けるじゃんがら念仏について」 『四倉史学
会会報』11 pp.8-17 四倉史学館




















• 山口弥一郎 1973『山口弥一郎選集 第7巻』世界文庫
• 山口弥一郎 1980『山口弥一郎選集 第12巻』世界文庫










The origin and process of tradition of 
Jangara Nenbutsu-odori 
Ribon Saitou 
In Iwaki City, Jangara Nenbutsu-odori is performed in every part of the city 
when it becomes a Bon (盆） festival. It is the most famous folk arts in the city. So, 
I was interested in why it began to perform. I will clarify the origin and processes 
of tradition of Jangara Nenbutsu-odori, and then consider the meaning that Jangara 
Nenbutsu-odori has been handed down since then. 
First, I clarified what is Nenbutsu-odori from relationship between folklore and 
folk art. Jangara Nenbutsu-odori is performed to mourn the dead, but it looks 
amusing. This is one of its feature. 
Second, I considered history of Jangara Nenbutsu-odori. I understood that origin 
of it is Housai Nenbutsu performed in Kanbee Sawamura's first anniversary. Then 
for 360 years, even if it was banned for a while, it continues to be handed down. 
For the people of Iwaki City, it is a very important festival and it is part of their life. 
I found a new issue through my research. That is whether Jangara Nenbutsu­
odori did not stop because of the Great East Japan Earthquake. I will think about 
that issue through fieldwork. 
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